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様々な森林環境における放射性セシウムの流出量データは、避難指示解除区域での今後の開発行為が
放射性セシウムの分布と動きにもたらす影響を見積もる際の重要な指標データとなる。本研究では、除
染された林地と林野火災後の林地に観測プロットを設置し、約3年間にわたる放射性セシウム流出観測
を実施した。その結果、除染地および林野火災跡地ともに、林床被覆が60%程度に回復すると未除染お
よび非延焼地と同程度の流出率となり、流出物に占める土壌粒子の割合の低下が主な要因と考えられた。

機関のロゴ

林床状況の変化 林床被覆の回復とセシウム137流出量の変化

セシウム137流出量と流出物の経年変化

新里忠史・佐々木祥人・渡辺貴善・雨宮浩樹, Proceedings of the 31th Symposium on Geo-Environments and Geo-Technics. 2021, 19-22.

＜表1 セシウム137流出量の経年変化＞

川俣サイト落葉広葉樹林（除染地・未除染地）

林地の地表面（林床）は、通常は下草や落葉落枝等
が堆積しており、土壌層が被覆されることで雨によ
る侵食から保護されている。

除染作業や林野火災で下草や落葉落枝等が失われる
と、林床の土壌が露出し（図1左上）、雨で侵食され
やすくなる。その結果、土壌とともにセシウム137も
移動しやすくなると考えられる。

浪江サイトスギ林の例

浪江サイトスギ林（延焼跡地・非延焼地）
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除染地（図２）および延焼跡地（図３）ともに、林
床被覆（緑色の折れ線グラフ）の増加とともに、セ
シウム137流出量（オレンジ棒グラフ）が減少した。
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■リターとその破片 □石礫（直径2 mm以上） ■土壌粒子（直径2 mm未満）
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＜図４ 流出物の構成物の経年変化＞

除染地および延焼跡地ともに、林床被覆が60%程度に回
復すると、未除染および非延焼地と同程度の流出率と
なった（表１）
流出物に占める土壌粒子の割合は、時間とともに土壌
粒子からリター主体へと変化した（図４）
このため、セシウム137流出率の低下は、土砂量の流出
量の減少と流出物の構成物の変化が要因と考えられる。

浪江サイト
スギ林の例


